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『非文字資料研究のコミュニティにおける知識とサービスの効率的な検索と安全安心な流通研究』 
パラドクスを認めながらも、実はその治療法たる “ 文法像 ” と言う概念が＜私＞そのものを示すパター
ンであり、そのパターンを示す必要条件が確率測度空間であること、確率測度空間における倫理とは、
確率的存在者に嵌める制約、或いは「枠」であり、自他それぞれにとっての振る舞いの調和が映し出

















である SIFT を抽出しベクトル量子化を Bag-of-words 表現 (BOW 表現 ) できる形式にし、k 平均法で
クラスタリングしてトピックモデルを用いて画像を分類している。画像だけでなく文書の情報を加え
ることにより、画像もしくは文書データからのみでは発見することが困難な潜在的な画像発見が可能























の手法として、群知能のうち PSO を用い、目的関数に Boid 的要素を用いるモデルの提案を行った。
2.2.2　Topic Model とオントロジーを用いた非文字検索システム
先行研究では福島県只見町の民具を対象とした民具オントロジーを考慮したデータベース ( 以下、
DB) 検索方法が提案されている。しかし先行研究の民具オントロジー ( 以下、既存オントロジー ) で
は概念系の定義が不透明なため、検索できない民具がある。一方で、農作業概念を記した語彙体系で
ある Agriculture activity ontology( 以下、AAO) を用いることで、正確に情報の意味を考慮し、結果を
推論する意味的検索を実現できる可能性がある。本研究では、生産用途民具を対象とし、AAO ベー














データを条件とする covert channel と inference channel の潜在的な確率変数の事後確率を統一的に機
械学習するモデルを提案した。更に提案モデルの事後確率は word2vec により機械学習可能であるこ
とを示した。
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『非文字資料研究のコミュニティにおける知識とサービスの効率的な検索と安全安心な流通研究』 
さらに、自己相互情報量 (PMI) をベースに PMMI(Pointwise Mutal Multiple Information) という指標
を用いた評価方法の提案を行い、統計的に分析をすることで機密情報に対する推論規則生成に適用し
た。次に、米国や英国をはじめとした世界各国で標準化されたデータ形式である Linked OpenData 
(LOD) に基づいたデータ公開が行われている。LOD はデータのオープン化、分野内でのデータ共有、
そして分野を横断したデータの共有を促進するという特徴を持っている。本研究では、Ubuntu、
OpenRefine、Google ドライブの環境下で LOD を実装し、コミュニティでの LOD と公共の LOD のリ
ン ク に よ っ て 起 こ る Covert Channel を 分 析 し、 情 報 漏 洩 防 止 を 目 的 と し た。OpenRefine の 








Covert Channel がある。従来はアクセス権の設定が固定された静的な Covert Channel 解析を行ってい































て Convolutional Neural Network（CNN）がある。CNN は特に画像識別に特化していて、識別精度が
高いともいわれている。その識別精度が高い理由としては中間層に畳み込み層とプーリング層という 
2 種類の層を用いていることである。しかし、中間層に着目した研究が少ない。そこで CNN の中間
層を抽出しその特徴量を報酬とみなし学習させるシステムを検討した。サンプル画像に対してアフィ


















単語の連鎖の KL 情報量により単語連鎖の Boid（但し、各単語はそれらが帰属するテクストに紐付け







を機械学習させる。今年度はこのモデルとして Blei の supervised LDA の潜在的確率変数を強化学習
のアクションの潜在的なパラメータと解釈し、かつ Ramage の Labeled LDA を強化学習の状態 S のラ
ベルとして解釈する、教師ありベイジアン逆強化学習 (Supervised Bayesian Inverse Reinforcement 





“ ただ設計するのではなく、善く設計していることになるのか？ ” という倫理的考察を、ウィトゲン
シュタイン、ベルグソン、マルクスガブリエル、坂部恵、等を手掛かりに考察を継続し、設計に反映





































CNN における認識率向上のための層数と Loss 関数の選定
画像認識の発展は、自動運転の実現など産業革命の分野の発展においても必要不可欠である。また、
人間をも上回る認識率を誇り、近年大きな注目を集めている。しかし、層数や容量の多い学習済みモ









テンツに対する操作を保証するスマートコントラクトが DRM に用いられ始めている。従来の DRM 
を用いて、信頼できる第三者を必要とせず、デジタルコンテンツの著作権や利用者がコンテンツに対
する権利を証明することは困難である。これらの問題点を解決するため、先行研究ではスマートプロ






















ら確率的に生成しているという考え方で、pLSA や LDA という手法を用いることでコンピュータで文
書のトピックモデルを計算することができ、文書のトピック分布を比較することにより文書間の類似
度を測れる。そこで LDA の出力にベイズの定理を用いることにより算出される “ 単語を構成するト
ピック分布 ” を用いて単語と文書の類似度を測れるのではないかと予想した。本研究では、LDA の












非文字データベースを対象とした AHP に基づく covert channel の解析
ストレージからの情報漏洩を防ぐために、アクセス制御が使われている。アクセス行列は一般に
covert channel と呼ばれる情報漏洩を引き起こす経路が存在する。従来この covert channel の評価はセ
キュリティモデルによって行われてきた。しかし、人と人の関係、あるいは人と情報の関係を論理学









基準と定義し、意思決定を支援する AHP 分析によって複数の covert channel を評価し、切断するべき 
covert channel を選択する、というモデルを提案した。
2 つの確率モデルの組み合わせによる Multi-Label Learning の解釈について
本研究では、提案したセキュリティモデルに新たに人間の定めたセキュリティポリシーやセキュリ



















部分集合族の単語集合要素の評価を Boid の particle 間の強度と定義する。この様なコンセプトで人
工知能の前処理 (Annotation) を設計し、Python でプログラミングして動作を確認した。
(2) Boid annotation を更に精密にする方式を先行して研究した。提案方式は Boid と LDA(Latent 
Dirichlet Allocation) をカスケード接続する方式である。この方式は Annotation をカスケードすること






(3)VAE(Variational Autoencoder) と GAN(Generative Adversarial Networks) 導入の計画を変更し、上
記 (2) に 関 連 す る LDA の 研 究 に 注 力 し た。 即 ち、LDA の 発 展 形 と な る Labeled-LDA, Multi-
LabelLearning を調査し複数の信頼できるソースコードを入手し、動作検証、コード分析を行った。
Label という構造は (2) の新提案システムとの組み合わせによる機械学習の精緻化が可能である。





































































































。一般カードと、国指定カードの例を図 1 と図 27 に示す。本研究で扱うのは重要文化財の指定を
受けている民具であるため、以後本論文では国指定カードのことを民具カードと呼び表す。
3.2.2　セマンティック Web
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図 3　セマンティック Web のレイヤー
セマンティック Web では現実世界における様々な概念はリソース (resource) として扱う。リソー
スは web 上で識別するための名前を一意に与えられる。この名前にあたるのが Uniform Resource 
Identifier ( 以下、URI) である。したがって、URI を取得すことができれば、任意のリソースを特定
することが可能となる。
RDF は Web 上のリソースに関する様々なメタデータを付与するデータモデルであり、それを記述
する言語体系である。セマンティック Web としてリソースで扱う現実世界における概念は多種多様
である。RDF は極めて複雑な情報を記述することを可能とする。RDF における情報表現構造は主語 
(subject)、述語 (predicate)、目的語 (object) の組み合わせを一単位として表される構造になっている。
この構造表現を RDF トリプル (triple) と呼ぶ。図 4 に RDF トリプルのグラフを示す。リソースは主
語、述語、目的語のどの部分にも割り当てることができる。RDF の文中に表現されるリソースの 
URI はそのグラフノードの参照と呼ばれる。URI 参照によってリソースを特定することができるため、






















るメタデータの記述に際して RDF 及び RDF スキーマ ( 以下、RDFS) だけでは表現できない情報を記
述するための語彙を定義し、提供するものである。ただし概念体系としてのオントロジー記述は、
RDF 及び RDFS でも表現可能であることを明記しておく。
上述したように、どのような分野の立場、目的でオントロジーを使用するのか明確にする必要性が
ある。本研究では、推論を用いた検索機構のシステム構想と、民具カードの詳細は自由な記述で表現
されている 2 つの点から、セマンティック Web の立場からオントロジーを使用している。その根拠

























RDF とは Web 上にあるリソースのメタデータを記述するための枠組みである。実際に RDF で表現
されたデータをコンピュータに認識させるためには、RDF のグラフをテキストの形式に直列化 
(serialize) する構文が必要になる。RDF/XML はこうした構文の 1 つであり、RDF 用の XML 構文であ
る。RDF を直列化する構文には他にも Notation3 や Turtle などの複数の種類があるが、RDF/XML に
は既に広範に普及している XML 用のツールが使用できるという利点や XML ベースのシステムと相
互運用が比較的簡単であるという利点が存在する。そのため本研究では RDF の記述にこの RDF/XML 
を使用する。
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3.2.6　OWL
Web のリソースを記述するオントロジー言語として 2004 年に Web 関連技術の標準化を行っている
W3C(World Wide Web Consortium) によって勧告されたのが OWL (Web Ontology Language) である
[7]
。
OWL には、論理記述に基いて厳密に OWL Lite、OWL DL、OWL Full の 3 つのサブ言語に区別される。
OWL Lite は 3 つのサブ言語のうち最も使用できる語彙が制限されたシンプルな言語である。したがっ
てクラス階層や基本的な制約条件の記述しか行うことができないが、記述論理に基づいた論理計算の
完全性と決定可能性は保証されるという特徴がある。








SPARQL とは RDF の形式で表現されたデータの検索を行うための問い合わせ言語 (query language) 






Protege には通常のエディタである ProtegeDesktop と複数人でのオントロジーの共有が可能な 
WebProtege の二種類があるが、本研究ではオントロジーの構築に ProtegeDesktop を用いる。
3.2.9　Jena
Jena(Apache Jena) はセマンティック Web や Linked Data を扱うアプリケーションを Java によって



















について、意味と定義を農作業の概念を考慮して記述した民具 AAO の 2 つの部分から構成される。

















としての民具をサブジェクトとし、「名称」というプロパティのオブジェクトとしてリテラル ( 文字列 ) 
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で表現される。民具の分類番号も同様で「分類番号」というプロパティのオブジェクトとしてリテラ
ルで表現される。この民具のデータを RDF グラフで表現したものを図 6 に示す。
図 6　提案システムにおける RDF グラフ表現
3.4　提案システムの実装
提案した情報検索システムの実装は Jena を用いて Java 言語で行った。使用したソフトウェアの一
覧を以下に示す。Jena は Eclipse 上で使用している。
・Protege 5.2.0 Beta






具カードに記載される情報のうち名称 ( 地方名もしくは別名 )、分類番号、詳細のみに限定して RDF 







次に民具 RDF のメタデータの記述構造について説明する。民具 RDF の記述は基本的に図 6 になる。







れている。例として第 1 分類番号が A1262 のヒラグワという民具の RDF グラフによる表現を、図 7 
に示す。ここで図中における [ex:] は本研究における名前空間「http://example.com/test#」を表す名
前空間接頭辞である。例えば、図 7 においてヒラグワ自身を表す URI「ex:A1262」は「http://
example.com/test#A1262」を意味している。更に RDF 化したヒラグワの RDF/XML による一部記述を
図 8 に示す。
　　　図 7　民具 RDF グラフ表現の例　　　　　　　　　　　　図 8　ヒラグワの RDF/XML による記述
3.4.2　AAO を考慮した民具オントロジー
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　　　　　　　　　　　図 9　構築した民具 AAO






図 10　protege における鍬の定義　　　　　　　　　　　図 11　protege における耕起の定義
次に AAO の概念定義を参照し、「耕起」、「テジロカキ」、「代かき」の農作業名にあたる 3 つのクラ
スの定義と、「耕す」の基本動作にあたるクラス１つを定義した。そのそれぞれの定義を以下に示す。
・ 耕す : 使用対象が「耕土」かつ使用動作に「掘り起こす」または「反転する」または「砕く」の
いずれか１つ以上を持つ
・ 耕起 : 使用対象が「耕土」かつ使用動作に「掘り起こす」または「反転する」のいずれか１つ以
上を持つ
・代かき : 使用対象が「土」かつ使用動作に「砕く」を持つ
表 2　構築した民具 AAO の構成要素




また、例として Protege にて定義した「耕起」について図 11 にて示す。
3.5　実験及び実験結果
3.5.1　民具 AAO における推論の実験及び実験結果








　　　　　　表 3　民具 AAO に追加した架空の民具　　　　　　　　　　　　表 4　民具 AAO に追加した架空の民具
　　　　　　　　　　図 12　推論前の民具分類
図 12 と図 13 の民具 AAO 構造を比較して推論処理の説明をする。オントロジー内の記述に基づく
推論を行った結果、鍬 1、鍬 2 は「鍬」のサブクラスとなり、鍬 3 は「鍬 1」と「鍬 2」の両方のサ
ブクラスになっている。図 10 にて示したように、「鍬」とは「田」と「畑」のどちらか片方、もし
くは両方を「耕す」、「人」が使う民具と定義している。表 3 で示した、架空の民具である鍬 1、鍬 2 
図 13　推論後の民具分類





いる。よって使用場所が「田」である鍬 1 と使用場所が「畑」である鍬 2 のサブクラスと推論され










図 14 と図 15 の民具 AAO 構造を比較して推論処理の説明をする。「鍬」定義は前述と同様である。
「鍬」のサブクラスは鍬 4、鍬 5 になっている。鍬 6 に関しては民具のサブクラスとして推論前と推
図 15　推論後の民具分類



















用に作成した架空の民具の計 9 点の民具を RDF で記述した民具データベースに対して、既存研究 [1] 
で提案された民具オントロジーを導入した場合と、図 9 に示す、本研究で作成した民具 AAO を導入
した場合の二通りを、それぞれ SPARQL による検索クエリで問い合わせる手法をとる。SPARQL に
よって記述された、「鍬」の民具を問い合わせる検索クエリを図 18 に示す。
 
図 18 SPARQL における「鍬」に分類される民具を検索するクエリ
実験結果は、「鍬」という分類名に対して、既存手法の民具オントロジーを導入した場合の検索結
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図 20 民具 AAO を参照した場合の検索結果
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『非文字資料研究のコミュニティにおける知識とサービスの効率的な検索と安全安心な流通研究』 
用して得られる保護状態において、主体 p が主体（あるいは対象）q に対して権限αを持つかどうか







主体のみから構成されるシステムでは、主体 p が主体 q に対して権限αを持つことを、グラフの大
きさに比例する時間で判定するアルゴリズムが存在することが示された。しかし、主体のみから構成
されるシステムは制限が弱く、ユーザ p が q を read（あるいは write、call）できるならば、p あるい
は q と直接／間接に何らかの許可関係を持つすべてのユーザは、基本操作を繰り返し適用することで
q を read（それぞれ write、read と call）する権限を得ることができる
[16][17][24]
。
現実のシステムの多くは主体と対象を区別しており、このようなシステムは S-O take-grant システ
ムによってモデル化される。ここで、主体の集合と対象の集合は互いに素である。S-O take-grant シ







・ ラベル付きの有向辺 : 主体が持つ許可。ラベルは r、w、c を要素とする空でない集合であり、権
限を表す。
ラベルは形式的なオブジェクトであるが、インフォーマルには r は read、w は write、c は call と解
釈できる。すなわち、頂点 x から y への辺が存在し、r がラベルに含まれるならば、x は y を read で
きることを意味する。
システムの基本操作は、有向グラフに対する書き換え規則としてモデル化される。
システムの安全性分析問題は、保護状態を表す有向グラフ G と保護違反を表す特性 X、基本操作を
表す書き換え規則の集合 R が与えられたとき、G = G1 かつ Gn が特性 X を持つようなグラフの列
G1, G2,・・・,Gn
が存在するかどうかを判定する問題として形式化される。ここで、Gi+1 は R 中の書き換え規則を Gi 
に適用することによって得られるグラフ。特性 X は、次のように表される。
グラフの頂点 p から q へ、ラベルαを持つ辺が存在する
以下ではこれを、p が q に対してα可能であると言う。
take-grant システムの基本操作に対応する書き換え規則は、次の５個である。
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（a）Take
グラフ G に相異なる頂点 x、y、z が存在して条件
　・x から y へのラベルγの辺が存在し、r ∈γである
　・y から z へラベルα⊆ r,w,c の辺が存在する
を満たすとき、G を次のように書き換えたグラフ G′ を生成する。
　・x から z へラベルαの辺を追加する
（b）Grant 　
グラフ G に相異なる頂点 x、y、z が存在して条件
　・x から y へのラベルγの辺が存在し、w ∈γである
　・x から z へラベルα⊆ r, w, c の辺が存在する
を満たすとき、G を次のように書き換えたグラフ G′ を生成する。
　・y から z へラベルαの辺を追加する
（c）Create
グラフ G に頂点 x が存在するとき、G を次のように書き換えたグラフ G′ を生成する。
　・新しい頂点 N を追加する
　・x から N へラベル｛r,w,c｝の辺を追加する
（d）Call
グラフ G に相異なる頂点 x、y、z が存在して条件
　・x から z へのラベルγの辺が存在し、c ∈γである
　・ x から y へラベルα⊆ r,w,c の辺が存在する
を満たすとき、G を次のように書き換えたグラフ G0 を生成する。
　・新しい頂点 N を追加する
　・ N から z へラベル r の辺を追加する
　・ N から y へラベルαの辺を追加する
（e）Remove
グラフ G に相異なる頂点 x、y が存在して条件
　・ x から y へラベルα⊆ r,w,c の辺が存在する
を満たすとき、G を次のように書き換えたグラフ G0 を生成する。
　・ x から y へのラベルαの辺を削除する
定理 1
p と q を保護グラフの頂点、αをラベルとする。p が q に対してαが可能であるための必要十分条
件は、次の 2 つである。
（a） p と q が、グラフ G において連結であること。ここで、 p と q が 1 つ以上の辺で結ばれるとき、
辺の向きやラベルにかかわらず、p と q が連結であると呼ぶ。
（b）G の中に頂点 x と、x から q へのラベルβの辺が存在し、次を満たすこと。
・r ∈αならば、{r,c} ∩β / ≠ 0






p が q に対してα可能であることを、グラフの大きさに関して線形時間で判定するアルゴリズムが
存在する。
系 2













グラフ G に相異なる頂点 x、y、z が存在して条件
　・x は主体、y と z は主体または対象である
　・x から y へのラベルγの辺が存在し、r ∈γである
　・y から z へラベルα⊆ {r,w} の辺が存在する
を満たすとき、G を次のように書き換えたグラフ G′ を生成する。
　・x から z へラベルαの辺を追加する
（b）Grant 　
グラフ G に相異なる頂点 x、y、z が存在して条件
　・x は主体、y と z は主体または対象である
　・x から y へのラベルγの辺が存在し、w ∈γである
　・x から z へラベルα⊆ {r,w} の辺が存在する
を満たすとき、G を次のように書き換えたグラフ G′ を生成する。
　・y から z へラベルαの辺を追加する
（c）Create
グラフ G に頂点 x が存在して条件
　・x が主体である
を満たすとき、G を次のように書き換えたグラフ G′ を生成する。
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　・新しい主体の頂点 N を追加する
　・x から N へラベル {r,w} の辺を追加する
定理２
G を主体－対象保護グラフとし、p0 と を主体を表す頂点とする。また、ある主体から q0 へラベル
α∈ r,w の辺があるものとする。p0 が に対してα可能であるための必要十分条件は、ブロックの列
B1,・・・, Bm
が存在し、p0 が B1 に、q0 が Bm に含まれるとともに、i = 1,・・・, m － 1 に対して Bi から Bi+1 へ
のブリッジが存在すること。
ここで、ブロックは主体である頂点の直接連結（辺で直接結ばれる）関係による閉包。ブリッジは、
一方のブロック内の頂点 p と他のブロック内の頂点 q の間の経路
p,x1,・・・,xk,q 
であり、辺の並びが次のいずれかであるもの。
(a)p r→ x1 r
→・・・ r→ xk r
→ q
(b)p r← x1 r
←・・・ r← xk r
← q
(c)p r→ x1 r
→・・・ r→ xi w
→xi+1 r
←・・・ r← xk r
← q
(d)p w→ x1 r
←・・・ r← xk r
← q
(e)p r→ x1 r
→・・・ r→ xk w
→q
(f)p r→ x1 r
→・・・ r→ xi w
←xi+1 r
←・・・ r← xk r
← q
(g)p w← x1 r
←・・・ r← xk r
←q 
(h)p r→ x1 r
→・・・ r→ xk w
←q
ただし、y α→ z は頂点 y から z へのラベルにαを含む辺があることを、 は頂点 z から y へのラベルに 
αを含む辺があることを示す。また、y α→ ・・・ α→ z 頂点 y から z へラベルにαを含む辺の 0 個以上
の並びがあることを示し、辺が 0 個のときは y = z である。同様に、y α← ・・・ α← z は頂点 z から y 
へラベルにαを含む辺の 0 個以上の並びがあることを示し、辺が 0 個のときは y = z である。
系 3




take,grant,create の書き換え規則を図 21 に示す。
 





























































1. {S} は C を実行できるという権限を持つ。
2 .{S} は C により結果をストレージに書き込む権限を持つ。
3. 権限はコード内の function で表され、これについて Take 権、Grant 権を設定し分析する。
次に利用者の Take 権とコンテンツの Grant 権が照会できた場合にコンテンツの利用が可能となる
コントラクトコードの設計をする。
1. 著作者が Grant 権や Take 権の付与・譲渡の条件を設定したコントラクトを作成。
2.1 次利用者がコントラクトに対して Take 権を申請し、Take 権を獲得する。
3.1 次利用者の Take 権とコンテンツの Grant 権を照会する。
4. 照会に成功したら 2 次利用者のデジタルコンテンツの利用が可能になる。
5.1 次利用者が著作者が設定した条件で 2 次利用者に Take 権を譲渡。
6.2 次利用者の Take 権とコンテンツの Grant 権を照会する。
7. 照会に成功したら 2 次利用者のデジタルコンテンツの利用が可能になる。
以上の流れを図 25、図 26 に示す。
 

















































本論文において、「非文字とはトピックモデルにおいて使用される LDA（Latent Dirichlet Allocation: 
Blei and McAuliffe,“Supervised Topic Models”, in Advances in Neural Information Processing Systems 20 








LDA はトピックと見なされる単語によって表現される潜在的確率変数 zn がテクストに観測される
単語ωn を生成する、と見做す確率的生成モデルである。即ち、潜在的確率変数 zn が単語確率変数
ωn を生成するとして p(ωn |zn) を事後確率と見なし、ベイズ推定する確率モデルである。
即ちベイズの定理より近似的に：
　p(ωn |zn) 　∝　 p(zn | ωn) 　（但し、∝　は比例）
が成立する。トピックモデルに於けるトピックとは潜在的確率変数 zn、言い換えればトピックとし
ての単語を示す確率変数である。しかし、LDA に於いて正確には、上記比例式右辺 p(zn | ωn) を尤
度とすることはない。上記比例式はあくまで概念的近似表現である。図 27 に示される LDA では、確
率分布としてディリクレ分布が用いられ、潜在的確率変数が確率測度空間に位置すると定義し、あた
かも確率の確率を表現しているかのように見せる理論である。
さて、ここで事後確率 p (ωn |zn) が計算されたということは、トピック zn が計算されているとい
うことである。即ち潜在的確率変数 zn が顕在化した観測単語確率変数ζn として手に入った状況に
なったということである。そうであるならば、逆に上記比例式からベイズの定理より：
　p (ζn | ωn) 　∝　 p (ωn |zn)
が成立する。この計算は、既に確率変数ωn、zn、ζn が観測されているので、ディリクレ分布を使
用する必要はなく、それぞれの頻度分布を用いて計算すればよい。

































Gensim に用意されている corpora.Dictionary という単語と ID のマッピングを行うツールを使い単
語を ID で管理しする。corpora.Dictionary に用意されているフィルタ機能を利用して形態素解析や単
語除去では取り除くことのできなかった、” 極端に出現頻度が高い単語 ” や ” 極端に出現数の低い単
語 ” のようなトピックとしての特徴が出にくいものを取り除き、Document-term matrix（単語の出現
頻度をドキュメントごとに記述したもの）形式でコーパスを作成する。
5.2.3　LDA





・Tn: トピック n ・Dx: 文書 x ・Wm: 文書 m
Gensim の LDA の出力の一部を図 28 、29 に示す。
 






トピックを構成する単語分布 P(Wm|Tn) の示す “ 単語 ” は “ 全文書で出現する単語 ” を示してい
る。本実験では “ 特定の文書に属する単語 ” を示す必要があるため以下の計算を実行する。
・ζは文書 x に属する単語 m を示す。
トピックを構成する（どの文書に属しているかに判別されている）単語分布 P( ζ |Tn) が求まる。
《ベイズの定理の適用》












提示する。実装環境 :Ubuntu 18.04.4 LTS, プロセッサ :Intel Core i7-7567U CPU @ 3.50GHz × 4, グラ










ることが確認できた。このことから ” 文書 ” に対して類似した文書を抽出することは実現している。
 
図 30　単語と文書の類似度データベース













































て確率測度空間に表れる。即ち、事象を確率測度空間に於いて Latent Dirichlet Allocation (LDA) 等で
記述しベイズ推定する。AI が確率測度空間で何を示すのかは事象の確率的モデルによって示される。
更に、世界の記述に於いてもう１つ必要なアイテム：学習 text がある。確率モデルの学習パラメー
タは入力される学習 text により決定される。即ち、AI に於ける世界の記述の限界は、AI の入力 text 
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AI とは text に潜在的に潜む確率変数で示されるクラスターを学習するシステムである。したがっ
て従来の同値関係の原理によってのみ基礎付けられる倫理は、ここでは排除されなければならない。
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